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 原著論文 

アフリカのポリリズムの療法的意義
－ドラムアンサンブルセッションを通して－

髙橋 和奈枝
長野医療衛生専門学校 音楽療法士学科

要旨：アフリカ諸国では何千年もの間、音楽はコミュニケーション、儀礼、ダンス、そして生理的・精神
的・社会的・スピリチュアルなウェルビーイング（健康・幸福）のために用いられてきた。とりわけポリ
リズムはアフリカ音楽の重要な特徴の一つであると言える。本研究では、ドラムアンサンブルセッショ
ンを通してアフリカのポリリズムの療法的意義を明らかにし、その臨床的応用について考察する。方法
は、健康な成人 名に対し、ジェンベを用いた 分の個別セッションを設定し、セッション前後の血
圧・心拍、 （ ）の結果について 検定を実施した。終了後
にはアンケートを併せて行い、「達成感」「一体感」「爽快感」「好奇心」「ストレス発散」の項目における
主観的な変化の実感を調査した。生理的な指標に有意な差はなかったが、血圧は上昇する反面、心拍は安
定する傾向が見られた。 より、「怒り―敵意」「混乱―当惑」「抑うつ―落込み」「疲労―無気力」
「緊張―不安」「活気―活力」「友好」の 因子すべてに有意な変化が見られ、ポリリズムが気分に対して
改善をもたらすことが示唆された。ポリリズムの定義には「重ね合わせ」と「同時性」という つの特徴
が示されている。異なるリズムの「重ね合わせ」は互いの間を感じさせホールディングの感覚をもたら
す。異なるリズムの「同時性」は演奏者間の独立した平等性を生み出し、深いシンクロナイゼーションの
感覚をもたらす。アンケートで最も多くの参加者が「一体感」を感じたと示したのはこれら つの療法
的意義に起因すると考える。ポリリズムの臨床的応用として否定的気分の緩和と肯定的気分の支援に繋
がることが示唆された。

キーワード：ポリリズム、療法的意義、ホールディング、シンクロナイゼーション
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成田会・研究ジャーナル

：

minutes’

“Achievement”, “Oneness”, “Exhilaration”, “Curiosity”, “Stress Release” 

“Anger Hostility”, “Confusion Bewilderment”, “Depression Dejection”, “Fatigue Inertia”, “Tension
Anxiety”, “Vigor Activity” and “Friendliness”. Definition of polyrhythm shows 2 characteristics: 

synchronization. It is considered participants could feel “oneness” most strongly for these reasons

はじめに

自然も人生も世界は全て音楽、全てはリズムです。
ドゥドゥ・ンジャイ・ローズ ）

リズムは人間に生来備わった原初的な要素で、
アフリカでは何千年もの間、生理的・精神的・社会
的、そしてスピリチュアルなウェルビーイング（健
康・幸福）のために用いられてきた。とりわけポリ
リズムは、アフリカ音楽の重要な特徴の一つと言
える。 ではポリリズムを「異
なったリズムや拍の重ね合わせ」 ）、

では「異なるリズムが同時に
起こる演奏」 ）と定義している。

ジェンベのリズムは、何よりも私たちに安心感を与
えてくれるのが魅力でしょう。人々はお互いをよく
知らなくても、太鼓を叩くことで近づいていきます。

ママディ・ケイタ ）

アフリカンドラムを用いた音楽療法においても、
生理的・精神的・社会的、そしてスピリチュアルな
効果についてさまざまな研究がなされている。
生理的な効果について、 （ ） ）は、集
団でドラムを用いた音楽療法における免疫反応の
調整について調査を行った。ナチュラルキラー細
胞などの増加を認め、集団でドラムを用いる音楽
療法がストレス軽減に有効であるとした。
（ ） ）は、 分間のジェンベのセッションを
実施し、セッション前後の血圧、血中乳酸塩、スト
レスと不安のレベルを調査し、ジェンベのドラミ
ングは、心臓血管の健康とストレスと不安レベル
の軽減に寄与するとした。精神的な効果について、

（ ） ）は、看護学生に対して集団ドラ
ム セ ッ シ ョ ン を 実 施 し 、

： （バーンアウト測定尺度）と
： を用いて調査を行い、バ

ーンアウト（燃え尽き）の軽減と気分の改善が認
められたとした。 （ ） ）は 週間の
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アフリカのポリリズムの療法的意義―ドラムアンサンブルセッションを通して―

ドラムセッションを行った実験群と音楽を用いな
い対象群を比較し、前者に抑うつの減少、レジリ
エンスの向上、不安の軽減、精神的なウェルビー
イングの改善が認められたとした。社会的および
スピリチュアルな効果について、 （ ） ）

は、若者にドラムサークルを実施し、リズムアン
サンブルの体験は個人のスピリチュアリティへの
向き合いとなることのみならず、コミュニティを
創り出す原動力となることを主張した。以下の引
用は、ドラムアンサンブルにおけるポリリズムの
効果が直観的・経験的に示されているが、ポリリ
ズムに特化したドラムを用いた音楽療法の研究は
まだ数を見ない。

アフリカの太鼓は、一つのリズムの中で様々なパー
ト（ 声部）が織り合わさるようなスタイルの音楽です。
他人と同一、または均一になることなく、人と人との
間に調和をもたらす良い経験になります。

ウシ・ビルマイヤー ）

背景と目的

筆者は長年、アフリカンドラムの演奏、なかで
もポリリズムを体感することに深い魅力を感じて
きた。アフリカンドラムのクラスにケニアで初め
て参加し、日本でもクラスに参加したり、教える
機会を持ったりした。また、音楽療法のセッショ
ンにおいてもジェンベを用い、クライエントと即
興的な演奏活動を取り入れてきた。
ポリリズムを用いたセッションで重要な要素は、

定義に示された「重ね合わせ」と「同時性」である
と考える。そこでは、演奏者間に先生や生徒、セラ
ピストとクライエントといった役割はない。重ね
合いながら同時的に進んでいくリズムのみが存在
する。演奏者は互いに平等であり独立を保ちなが
ら一つの音楽を生み出していく。それらが、コー
ル＆レスポンスなどを用いるドラムセッションと
の大きな違いである。

ポリリズムを他者と演奏すると、自他を超えた、
深い他者との一体感を感じる瞬間がある。レッス
ンにおいても臨床においても特別な瞬間となり、
その喜びは心に深く刻まれる。その体験の積み重
ねは互いに対する安心感や信頼感にも繋がると実
感している。しかし、ポリリズムを用いたセッシ
ョンの臨床的な手応えや実感はあるものの、それ
らを確かめる研究は少ない。
したがって、本研究では、上記の臨床的実感を

確かめるため、ドラムアンサンブルセッションを
実施し、アフリカのポリリズムの療法的意義を探
ることを目的とする。

方法

（ ）参加者
募集による成人の 名（男性 名、女性 名）

がセッションに参加した。年齢は 歳～ 歳で、
代 名、 代 名、 代 名、 代 名、

代 名、 代 名と各年代からの参加があった。
名全員が日本国籍であり、 名中 名が予備

調査で「音楽経験あり」と答えた。数名ドラムサー
クルの経験者や、アフリカンドラムのレッスン経
験者はいたが、アフリカンドラムを学校等で専門
的に学んだ参加者はいなかった。なお、 名全員
に研究発表についての同意を文書で得た。

（ ）場所
長野医療衛生専門学校音楽療法士学科の教室内

に椅子を 脚配置し、個人セッションの環境設定
で行った。

（ ）手続き
～ 分の枠の中で、セッション前に血圧・心

拍測定、 回答（約 分）、ドラムアンサ
ンブルセッション（約 分）、セッション後に血
圧・心拍測定、 回答（約 分）、アンケ
ート回答（約 分）の流れで行った。（表 ）
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表 1 手続きの流れ
① 血圧・心拍測定 約 分
② 回答 約 分
③ ドラムアンサンブルセッション 約 分
④ 血圧・心拍測定 約 分
⑤ 回答 約 分
⑥ アンケート回答 約 分

～ 分

先行研究にて、 が血圧等の生理的指標を、
が 等の心理指標を用いており、本

研究においても、血圧・心拍の生理的測定、
による心理的測定を採用することとした。（なお

が用いた は現在では絶版となり
年より が用いられている。）

は回答者によって回答時間の長短が見られるため、
回答の負担を軽減するため、「 日本語版
成人用短縮版」を用いた。
ドラムアンサンブルセッションについては、

が先行研究で行っていた 分のジェンベに
よるセッションを採用した。筆者のセッションで
は約 分の前半はポリリズムを学ぶガイドの時
間も含まれる。
使用楽器のジェンベは筆者と参加者の用いる

台を準備し、椅子に座って斜め方向に向かい合っ
て演奏した。ジェンベは西アフリカ発祥の一本の
木をくりぬいた胴体にヤギの皮を張った一面の膜
鳴太鼓である。一つの面でバス（低音）、オープン
（中音）、スラップ（高音）、ミュート（消音）とい
った様々な音を出すことが可能である。本セッシ
ョンでは主にバスとオープンもしくはスラップを
用いた。
リズムはコンゴ民主共和国の「ゼボラ（ ）」

を用いた。（図 ）基本リズムは 拍子であるが、
拍子の中にリズムを つ刻むところに特徴があ

る ）。セッションでは 人の奏者が つのリズム
パターンのうち、異なるパターンを同時に演奏す
る形式をとった。テンポは♩＝ とした。

図 1 ゼボラ

図は上段、中段、下段で つのリズムパターン
を表した。色の濃い部分が強拍でバス（下記の片
仮名表記の「ズン」）、色の薄い部分はオープンま
たはスラップ（下記の片仮名表記の「タ」「カ」）で
ある。上段がパターン で、「ズン タ タ／ズン タ
タ」中段がパターン で、「ズンタタ ズンタタ／
ズンタタ ズンタタ」、下段がパターン で「ズン
タカタ／ズタ タ タ」を表す。白の部分は休符で、
この部分に他のパターンのバスやオープンが入る
ことでポリリズミックなリズム体験が可能となる。
セッション終了後のアンケートは筆者がこれま

での先行研究をもとに独自に作成したもので、「達
成感」「一体感」「爽快感」「好奇心」「ストレス発
散」について「あった」「あまりなかった」「どちら
ともいえない」「あまりなかった」「なかった」の
段階で評価するものである。また任意による自由
記述欄を設けた。

（ ）研究期間
年 月～ 年 月までの間に、研究参

加者 名の個人セッションを実施した。

（ ）分析
のスコアは、『 日本語版マニュ

アル』 ）に従って算出し、血圧・心拍測定値、
のスコア（「怒り―敵意」「混乱―当惑」「抑

うつ―落込み」「疲労―無気力」「緊張―不安」「活
気―活力」「友好」の 因子と 得点）のセッ
ション前後の平均値の差の分析は 検定を実施し
た。解析ソフトにはエクセル統計を用いた。アン
ケート結果（「達成感」「一体感」「爽快感」「好奇
心」「ストレス発散」の 段階評価）の結果はグラ
フ化した。
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アフリカのポリリズムの療法的意義―ドラムアンサンブルセッションを通して―

結果

（ ）血圧・心拍
セッション前後の生理的指標の差を検討するた

めに 名の有効なデータの最大血圧（ ）・最
低血圧（ ）・心拍（ ）の測定値について
検定を行った。生理的指標はいずれも有意な差は
認められなかった。（表 、図 ）

表 2 セッション前後の血圧（・心拍の平均値と SD
および t 検定の結果

項目
（ ） （ ）

値

（ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ）

図 2 セッション前後の血圧・心拍

（ ）
セッション前後の心理的指標の差を検討するた

めに「怒り―敵意（ ）」「混乱―当惑（ ）」「抑
うつ―落込み（ ）」「疲労―無気力（ ）」「緊張
―不安（ ）」「活気―活力（ ）」「友好（ ）」の
因子およびネガティブな総合的気分状態を表す

得点について 検定を行った。 の
名の回答に欠損はなく、全てのデータが有効なデ
ータとして用いられた。結果は、「怒り―敵意」（
＝ 、 ＝ 、 ）、「混乱―当惑」（ ＝ 、
＝ 、 ）、「抑うつ―落込み」（ ＝ 、

＝ 、 ）、「疲労―無気力」（ ＝ 、 ＝
、 ）、「緊張―不安」（ ＝ 、 ＝ 、
）の 因子の得点について、セッション後の

有意な減少が認められた。また「活気―活力」（ ＝
、 ＝ 、 ）、「友好」（ ＝ 、 ＝ 、
）の 因子の得点について、セッション後

の有意な増加が認められた。 得点（ ＝ 、
＝ 、 ）については、セッション後の有

意な減少が認められた。（表 、図 ）

表３ セッション前後の POMS 得点の平均値と
SDおよび t 検定の結果

項目
（ ） （ ）

値

（ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ）
（ ） （ ）

（ ） （ ）

： ：

図３ セッション前後のPOMS2得点

（
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（ ）アンケート
「達成感」「一体感」「爽快感」「好奇心」「ストレ

ス発散」について「あった」「あまりなかった」「ど
ちらともいえない」「あまりなかった」「なかった」
の 段階評価で 名より有効な回答を得た。結果
はいずれの項目も「あった」「ややあった」で 割
以上を占めた。「あった」が最も多かった項目は「一
体感」で、「好奇心」および「達成感」、「爽快感」、
「ストレス発散」と続いた。「一体感」「好奇心」
「爽快感」については全員が「あった」「ややあっ
た」を回答した。（図 ）

図 4 アンケート結果

アンケートの自由記述欄には、「楽しかった」「叩
けて嬉しい」「仕事でたまったストレスが吹き飛ん
だ」「一体感が心地よい」「リズムハイのような気
分」「ジェンベレッスンをしたい」「 人のリズムが
合わさったときがすごく気持ちいい感じ」「リズム
はすべての根源」などのドラムアンサンブルセッ
ションに対する肯定的な感想や、ポリリズムその
ものに対する「難しい」などの感想が述べられた。

考察

以上の結果を踏まえ、生理的指標、心理的指標、
ポリリズムの療法的意義という つの視点につい
て考察を行う。

（ ）生理的指標
生理的な指標に有意な差はなかったが、血圧は

上昇傾向がある反面、心拍は安定する傾向が見ら
れた。個々のデータを見ると、セッション前に心
拍が高かった参加者の心拍は下がり、低かった参
加者は、セッション中のリズムのテンポに近い値
に上がる傾向が見られた。人間のリズムに同期す
る性質から、セッション後は、セッション中のリ
ズムのテンポに近い心拍数に落ち着いた可能性が
考えられる。

（ ）心理的指標
より、「怒り―敵意」「混乱―当惑」「抑

うつ―落込み」「疲労―無気力」「緊張―不安」「活
気―活力」「友好」の 因子すべてに有意な変化が
見られた。「怒り―敵意」「混乱―当惑」「抑うつ―
落込み」「疲労―無気力」「緊張―不安」のネガティ
ブな気分は緩和され、「活気―活力」「友好」のポジ
ティブな気分が高まり、総合的にネガティブな気
分を示す 得点も有意に低下したことから、
ポリリズムを用いたドラムアンサンブルセッショ
ンが気分に対して改善をもたらす可能性があるこ
とが示唆された。

（ ）ポリリズムの療法的意義
ポリリズムの定義には「重ね合わせ」と「同時

性」という つの特徴が示されている。異なるリ
ズムの「重ね合わせ」は互いの間を感じさせホー
ルディングの感覚をもたらし、異なるリズムの「同
時性」は演奏者間の独立した平等性を生み出し、
深いシンクロナイゼーションの感覚をもたらした。

ストレス発散

爽快感

達成感

好奇心

一体感

あった ややあった
どちらともいえない あまりなかった
なかった
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て考察を行う。
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生理的な指標に有意な差はなかったが、血圧は

上昇傾向がある反面、心拍は安定する傾向が見ら
れた。個々のデータを見ると、セッション前に心
拍が高かった参加者の心拍は下がり、低かった参
加者は、セッション中のリズムのテンポに近い値
に上がる傾向が見られた。人間のリズムに同期す
る性質から、セッション後は、セッション中のリ
ズムのテンポに近い心拍数に落ち着いた可能性が
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より、「怒り―敵意」「混乱―当惑」「抑

うつ―落込み」「疲労―無気力」「緊張―不安」「活
気―活力」「友好」の 因子すべてに有意な変化が
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落込み」「疲労―無気力」「緊張―不安」のネガティ
ブな気分は緩和され、「活気―活力」「友好」のポジ
ティブな気分が高まり、総合的にネガティブな気
分を示す 得点も有意に低下したことから、
ポリリズムを用いたドラムアンサンブルセッショ
ンが気分に対して改善をもたらす可能性があるこ
とが示唆された。

（ ）ポリリズムの療法的意義
ポリリズムの定義には「重ね合わせ」と「同時

性」という つの特徴が示されている。異なるリ
ズムの「重ね合わせ」は互いの間を感じさせホー
ルディングの感覚をもたらし、異なるリズムの「同
時性」は演奏者間の独立した平等性を生み出し、
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ストレス発散

爽快感

達成感

好奇心

一体感

あった ややあった
どちらともいえない あまりなかった
なかった

アフリカのポリリズムの療法的意義―ドラムアンサンブルセッションを通して―

（ ）ホールディング
ミュージッキング（ ）は、音楽教育学者

である （ ）が「活動するということは、
単に動くことや行動を示すといったことではない。
活動するということは、何か意図した目的を達成
するために、意識的にコントロールしながら動く
ことである。（中略）音楽演奏におけるミュージッ
キングは、意図的な人間の活動の一つの特定の形
である。（中略）音楽を演奏するということは、注
意深い意図的な活動なのである」 ）と定義してお
り、 らが提唱する音楽中心音楽療法の実践
の核とされている。ミュージッキングについて

（ ）は「奏でながら聴くこと
」 ）の重要性を主張し、 （ ）

は「ミュージッキングの最も高次なレベルは、個
人の表現が共同体のそれと一致する、楽器や声の
芸術的な混ざり合いである。それらが芸術的に織
りなされるとき、両者の表現形式は、競い合うと
いうより、完全に補完し合うようになる」 ）と述
べている。
ポリリズムを用いたドラムアンサンブルセッシ

ョンでは、奏でながら聴くことで「一致」「混ざり
合い」「織りなされる」などの「重ね合わせ」のプ
ロセスが体験でき、「補完し合う」ことでホールデ
ィングの感覚がもたらされると考えられた。

（ ）シンクロナイゼーション
演奏者間の独立した平等性について、

（ ）は、音楽中心音楽療法の理論の中で「療
法的関係は、根本的に二人の音楽家（ ）ま
たは音楽する者（ ）のあいだに起こる」 ）

と強調し、セラピストとクライエントの相互性や
平等性の確立を支援するものとしている。
ポリリズムを用いたドラムアンサンブルセッシ

ョンにおいても、相互性や平等性の確立された時
空間の中で異なるリズムが同時に進みながら一つ
になっていくプロセスがシンクロナイゼーション
の感覚に繋がったと考えられる。

結論

本稿では、アフリカのポリリズムの療法的意義
として、ホールディングとシンクロナイゼーショ
ンを提唱したい。これらの二つの意義が、アンケ
ートによる参加者の主観的感覚としての「一体感」
つまり、「ひとつであること」を導いたと考える。
また、臨床的作用として、ポリリズムを用いたド
ラムアンサンブルセッションは否定的気分の緩和
と肯定的気分の支援に繋がることが示唆された。
（図 ）

図 アフリカのポリリズムの療法的意義

おわりに

本研究は、第 回世界音楽療法大会：
（茨城、 ）

にて発表したものを加筆・修正したものです。本
稿をまとめるにあたって、ジェンベのご指導をい
ただいた モフランさん、横瀬鈴代さん、ご助
言いただいた長谷川病院の久保田牧子先生、そし
て、研究セッションに参加してくださった皆様に
心より感謝申し上げます。
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